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輝く20歳の君たちへ
愛を込めて祝福を

山崎嵐さん
大人として、社
会人の一人とし
て頑張ります。

中川涼也さん
ひたすら仕事を
頑張って、日本
を支える男にな
ります。

山路さくらさん
大学の部活動でレ
スリングをしていま
す。悔いが残らな
いように競技生活
を送りたいです。

鶴原茉柚さん
子どもが好きな
ので保育士と
して就職して頑
張ります。

荻堂倫花さん
決まりを守って
生活をします。
そして、結婚し
たいです。

田代蓮太さん
職場に新人が入って
くるので、人を育て
ながら自分も今の仕
事をしっかり学んで
工場長になります。

木村圭翔さん
機械のメンテナンス
業の修行中です。一
人で修理できるよう
になり、人が安心安
全に利用できるよう
に頑張ります。

１月９日 芦屋町成人式
　成人式の様子は、４～５ペー
ジに掲載しています。



波
多
野　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が
第
５
波
と
は
比

べ
物
に
な
ら
な
い
勢
い
で
拡
大
し
、
不
安

に
感
じ
て
い
る
人
も
増
え
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回
も
基
本
的
な

感
染
対
策
の
徹
底
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

乗
り
越
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
芦
屋
町
で
は
、
芦
屋
中
央
病
院

を
は
じ
め
と
し
た
医
療
機
関
と
連
携
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
（
以
下

ワ
ク
チ
ン
）
の
追
加
接
種
（
３
回
目
接
種
）

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
追
加

接
種
の
必
要
性
や
効
果
の
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

櫻
井　
昨
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
デ
ル
タ
株
に
対
し
て
高
い

予
防
効
果
が
あ
り
、
感
染
や
重
症
化
を
予

防
す
る
効
果
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
予
防
効
果
な
ど
は
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
少
し
ず
つ
低
下
し
て
い

く
こ
と
も
分
っ
て
い
ま
す
。
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
は
感
染
力
が
高
く
、
こ
れ
ま
で
２
回

接
種
し
た
人
に
も
感
染
者
が
出
て
い
ま
す

が
、
追
加
接
種
を
す
る
こ
と
で
抗
体
が
増

え
、
予
防
効
果
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

波
多
野　
今
回
の
追
加
接
種
で
は
国
の
基

準
に
基
づ
き
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ

ン
（
以
下
フ
ァ
イ
ザ
ー
）
と
武
田
／
モ
デ

ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン
（
以
下
モ
デ
ル
ナ
）

の
２
種
類
が
使
用
さ
れ
ま
す
。
違
い
は
あ

る
の
で
す
か
。

櫻
井　
厚
生
労
働
省
の
資
料
で
は
、
２
回

目
ま
で
フ
ァ
イ
ザ
ー
を
接
種
し
、
３
回
目

も
フ
ァ
イ
ザ
ー
を
使
用
し
た
場
合
の
抗
体

の
増
え
方
が
約
20
倍
、
モ
デ
ル
ナ
を
接
種

（
交
互
接
種
）
す
る
と
約
30
倍
に
な
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

波
多
野　
そ
れ
は
心
強
い
。
２
回
の
接
種

後
に
副
反
応
が
出
た
人
も
多
か
っ
た
の
で

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
。

櫻
井　
副
反
応
は
人
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
接
種
後
、
50
％
以
上
の
人
に
、
接

芦屋町長

波多野茂丸

【接種ワクチンの組み合わせと抗体の増え方】

抗体の
増え方 ３回目

⬅
２回目 １回目

20.0 倍 ファイザー ファイザー ファイザー

31.7 倍 モデルナ ファイザー ファイザー

11.5 倍 ファイザー モデルナ モデルナ

10.2 倍 モデルナ モデルナ モデルナ
� 【資料】厚生労働省　    

新型コロナ      感染拡大
 　第６波を       乗り切る！

　▽問い合わせ　健康づくり係
　（☎２２３‐３５３３）

　全国でオミクロン株による感染が広が
り、感染爆発を警戒すべき状況となって
います。感染予防に有効なワクチン接種
を安全に進めていくために、地方独立行
政法人芦屋中央病院櫻井俊弘院長と波多
野茂丸町長が対談を行いました。
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種
部
分
の
痛
み
や
疲
労
、
頭
痛
が
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
筋
肉
痛
、
発
熱
悪
寒
な
ど

も
現
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
フ
ァ
イ
ザ
ー

と
モ
デ
ル
ナ
で
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
よ

う
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
１
月

下
旬
に
皆
さ
ん
へ
配
布
し
た
芦
屋
中
央
病

院
広
報
誌
「
か
け
は
し
」
で
も
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
や
ワ
ク
チ
ン
の
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

や
接
種
の
有
効
性
を
正
し
く
知
っ
て
い
た

だ
き
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、

感
染
予
防
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

私
か
ら
も
伺
い
ま
す
。
芦
屋
町
で
の
追

加
接
種
は
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
き
ま
す
か
。

波
多
野　
現
在
の
状
況
と
し
て
は
、
医
療

従
事
者
や
学
校
、
保
育
所
な
ど
感
染
リ
ス

ク
の
高
い
環
境
に
勤
務
す
る
人
や
高
齢
者

施
設
な
ど
の
入
所
者
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
人
の
接
種
が
ほ
と
ん
ど
終
わ
っ
て

い
て
、
２
月
12
日
か
ら
は
、
65
歳
以
上
の

人
か
ら
順
に
集
団
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
集
団
接
種
は
進
捗
に
よ
っ
て
変
わ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
４
月
下
旬
ま
で
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

２
回
の
接
種
が
完
了
し
た
人
で
、
接
種

日
が
到
来
す
る
人
に
、
毎
月
、
接
種
券
を

送
り
ま
す
の
で
、
予
約
し
て
接
種
を
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

地方独立行政法人芦屋中央病院長

櫻井俊弘

【福岡県の状況（２月５現在）】

　　※１月27日～２月20日
　　福岡コロナ特別警報発動中

新規感染者数　５６０７人
累計感染者数　１４万９６０５人
病床使用率　　６１.２％
� 【資料】福岡県ホームページ

追
加
接
種
の
手
続
き

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
届
い
た
接

種
券
に
同
封
さ
れ
た
追
加
接
種
の
お
知

ら
せ
で
集
団
接
種
が
行
わ
れ
る
日
を
確

認
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
予
約
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
、
予
約
受
付
窓
口
の
ど
れ
か
で
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

受
付
窓
口
の
開
設
日
も
追
加
接
種
の

お
知
ら
せ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
セ
ル
の
連
絡
の
お
願
い

　

予
約
後
、
体
調
不
良
な

ど
で
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合

は
、
貴
重
な
ワ
ク
チ
ン
を
無

駄
に
し
な
い
た
め
、
早
め
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ホームページ
新型コロナワ
クチン追加接
種（３回目）

新型コロナ      感染拡大
 　第６波を       乗り切る！
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１
月
9
日
、
新
成
人
を
祝
う

第
69
回
芦
屋
町
成
人
式
が
町
民

会
館
で
行
わ
れ
、
平
成
13
年
４

月
２
日
か
ら
14
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
、
今
年
度
新
成
人

と
な
っ
た
１
０
３
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
も
短

時
間
の
、
マ
ス
ク
を
は
ず
せ
な

い
式
典
と
な
り
ま
し
た
が
、
マ

ス
ク
の
下
で
は
う
れ
し
い
よ
う

な
、
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
、
素

敵
な
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
波
多
野
町
長
は
、

「
今
は
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
あ

る
と
思
う
が
、
若
い
発
想
と

力
で
苦
難
を
乗
り
越
え
、
夢

や
希
望
を
忘
れ
ず
、
今
で
き

る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
芦
屋
町
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
。
辛
く
苦
し
い
時

に
は
、
家
族
や
友
人
な
ど
ふ

る
さ
と
に
暮
ら
す
人
と
一
緒

に
過
ご
し
た
日
々
を
思
い
出

す
と
、
勇
気
づ
け
ら
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
」
と
期
待
を
込

め
て
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

希
望
の
力
を
信
じ
て
進
め

新
成
人
の
未
来
に
祝
福
を

比嘉朱南さん
接客業に就きたいの
で、正しい言葉づか
いや語学を学び、成
人としての自覚を持っ
て頑張りたいです。

篠田海里さん
製薬会社に勤め
るので、薬の分
析や調合を頑張
りたいです。

柴田雄世さん
長崎の大学で勉強
中です。将来は福
岡に戻って、地域
のためになるような
仕事をしたいです。

広報あしや　2022.3広報あしや　2022.3 ④④



※�民法が改正され、令和４年４月１日から、成年年齢が 18歳に引き下げられるため、来年度からは「二十歳の
つどい」という名称になります。「成人式」は今年度が最後になりました。

投稿
写真

投稿
写真

投稿
写真

広報あしや　2022.3⑤



　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い

1 月９日　令和４年遠賀郡消防合同出初式
町民の安全・安心のために

　水巻南中学校グラウンドで遠賀郡４町の消防団員と遠賀郡消防本部
が参加して合同出初式が行われました。芦屋町からは守田政孝団長以
下 60人が参加し、式典では消防活動に貢献のあった団員や団の表彰が
行われ、その後祝賀放水が行われました。
●藍
らんじゅ

綬褒
ほうしょう

章／渕野康則
●消防庁長官表彰／永年勤続章＝樋垣敦三
●�日本消防協会表彰／勤続章＝伊藤和博、仲尾清美、犬塚守
●�福岡県消防協会表彰／ 50年＝湊 寛。35年勤続＝浅井和生、堀江浩
幸。25年勤続＝田中淳司、久原裕司。15年勤続＝中西 貫、本田秀樹、
中西信二、豊嶋哲也。10 年勤続＝中西啓太、今重幸裕、徳永純一。
優良団員表彰＝今田安則。遠賀支部長表彰／牧元聡志、石橋裕作
●�団長表彰／土井隆太郎、井下田満（敬称略）

� 12 月 14 日　遠藤喜代志さんが文化庁長官表彰を受賞
芦屋釜の製作技術の復元と後継者の育成に尽力芦屋釜の製作技術の復元と後継者の育成に尽力

　平成７年度から 21年度まで、芦屋釜の里の工房で芦屋釜の復元や後継
者の育成に尽力された鋳金作家の遠藤喜代志さん（宗像市）が、文化庁長
官より表彰されました。今回の表彰は、それらの活動により、国の芸術文
化の振興に多大な貢献をしたという功績が認められたものです。遠藤さん
は、「表彰の連絡がきた時にはとても驚きました。芦屋釜復興という事業
を国も高く評価していただきうれしく思っています」と話してくれました。

　

�

右
端
の
写
真
＝
鋳
込
み
を
す
る

遠
藤
喜
代
志
さ
ん
（
中
央
）
と
修

業
時
代
の
八
木
孝
弘
さ
ん
（
左
）、

樋
口
陽
介
さ
ん
（
右
）

△
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周囲の皆さんの支えで、長生きできたことに感謝周囲の皆さんの支えで、長生きできたことに感謝

　武谷千代子さん（船頭町）が満 100 歳を迎え、町からお祝い状などが贈ら
れました。武谷さんは、芦屋生まれの芦屋育ち。結婚して北九州で、２人の
子どもを育てました。家族旅行や料理が好きで、家族みんなで集える時が一
番楽しいと話します。最近はひ孫と遊んだり、大昔の歌謡曲や軍歌を聞いたり、
お地蔵様参りに出かけるなど穏やかな日々を過ごされています。

� １月 13 日　博多鋳物師山鹿家の資料を芦屋町に
博多博多鋳鋳

い も じい も じ
物師物師が描いた茶の湯釜の美しい下絵が描いた茶の湯釜の美しい下絵

　太田和孝さん（東峰村）から、太田家に伝わる博多鋳物師山鹿家の釜
の下絵などの貴重な資料が、芦屋町に寄贈されました。博多鋳物師山鹿
家は、江戸時代初期ごろに博多に移り住んだ芦屋鋳物師の末

まつえい
裔です。太

田さんは、「ゆかりのある芦屋町にあるべき資料だと思いました。釜の
下絵が、芦屋釜の発展に役立つことを祈ります」と話してくれました。

� 満 100 歳の誕生日、おめでとうございます

１月18日　全国中学生人権作文コンテスト福岡県大会北九州協議会部門表彰式
「幸せ」は平等に与えられた権利「幸せ」は平等に与えられた権利

　79 万 2451 人の応募があった、第 40 回全国中学生人権作文コンテス
トで、芦屋中学校 2 年生の中松俐

り み
美さんが優秀賞を受賞され、北九州人

権擁護委員協議会会長と福岡法務局北九州支局長より賞状が授与されま
した。中松さんは、「相手の気持ちを考え、自分から行動するということ
を大切にして、将来は人の役に立つ人になりたいです。みんなが幸せに
なるための権利を守っていけるようになりたいです」と話してくれました。� （作文は広報あしや12月号に全文掲載）

� 11月９日～ 12月 14日　スマホ・タブレット講座
スマホで電子決済ができるようになりました！スマホで電子決済ができるようになりました！

　中央公民館講座の中でも人気のスマホ・タブレット講座は、自分のスマホ
やタブレットを電話やメール以外にも役立てられるようにと開講しています。
取材した日は、コンビニや酒屋で買い物をし、スマホで支払う実習。電子決
済を行うためのステップをこの講座で学んできた参加者は、「コンビニエン
スストアで現金をスマホにチャージをして、実際に支払いに使うことができ
ました。やり方を忘れないうちに、慣れようと思います」と話していました。

� 12 月 24 日　複合施設芦屋はまゆう
コロナ禍でも工夫して楽しいクリスマスのひと時コロナ禍でも工夫して楽しいクリスマスのひと時をを

　複合施設芦屋はまゆうで、25 人の利用者が参加するクリスマス会が行われま
した。利用者が指揮者となり、職員が１カ月以上練習したハンドベルで「きよし
この夜」など５曲を演奏し、クリスマスムードを盛り上げました。利用者の中に
は美しい音色に涙する人も。ダンス曲に合わせて手話の振り付けで踊り、最後
は「マツケンサンバ」に乗ってアッシー君も登場し、大盛り上がりでした。新型
コロナウイルス感染症対策のため、試行錯誤しましたとのことでした。

広報あしや　2022.3⑦



75
歳
以
上
の
健
康
診
査

今
年
度
の
受
診
期
限
は
３
月
31
日
木

　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症

化
の
予
防
な
ど
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
受
診
票
は
令
和
３
年
４
月

下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
３
年
５
月
以
降

に
75
歳
に
な
る
人
に
は
誕
生
月
の
10
日
ご
ろ

に
送
付
し
て
い
ま
す
（
今
年
度
75
歳
に
な
る

人
は
、
75
歳
の
誕
生
日
以
降
に
受
診
）。

※�

受
診
票
の
再
発
行
や
実
施
医
療
機
関
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
方
法　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
を
踏
ま
え
、
実
施
医
療
機
関
に
あ

ら
か
じ
め
電
話
で
相
談
の
う
え
、
受
診
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　
保
険
証
、
受
診
票
、

自
己
負
担
金
５
０
０
円

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
２
‐
６
５
１
‐
３
１
１
１
）

田
代
恒
雄 

個
展　

「
縁
起
物 

80
」

縁
起
物
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
！

　
漂
着
物
学
会
会
員
の
田
代
恒
雄
さ
ん
（
白

浜
町
）
に
よ
る
「
縁
起
物
80
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
80
は
田
代
氏
の
年
齢
。
材
料
は
玄
界

灘
に
打
ち
上
が
っ
た
流
木
や
板
。
モ
チ
ー
フ

は
福
助
や
お
多
福
、
招
き
猫
、
大
黒
天
、
恵

比
寿
な
ど
縁
起
物
の
小
作
品
１
５
０
点
と
、

明
治
39
年
ご
ろ
に
筑
前
芦
屋
で
栄
え
た
「
米

伝
醤
油
」
の
金
看
板
を
使
っ
た
大
型
作
品
も

あ
り
ま
す
。

▽�
と
き　

３
月
17
日
木
～
22
日

火
・
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽�
と
こ
ろ　
カ
ジ
キ
画
廊
（
八

幡
西
区
黒
崎
）
※
入
場
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
田
代
（
☎
０
９
０
‐
４
３

４
０
‐
８
３
２
２
）

絵
を
描
く
楽
し
さ
を
芦
屋
町
か
ら
発
信

２
０
２
２ 

バ
ー
ミ
リ
オ
ン
展

　
私
た
ち
は
「
芦
屋
ス
ケ
ッ
チ
さ
ん
ぽ
同
好

会
」
と
「
ア
ト
リ
エ
Ｋ
同
好
会
」
の
合
同
グ

ル
ー
プ
で
す
。
遠
く
広
が
る
芦
屋
の
海
を
眺

め
た
り
、
歴
史
を
残
す
漁
師
町
の
ス
ケ
ッ
チ

を
楽
し
ん
だ
り
、
あ
る
時
は
教
室
で
花
や
モ

デ
ル
さ
ん
を
描
き
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ

の
瞬
間
の
解
放

感
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　
「
バ
ー
ミ
リ
オ

ン
」
と
は
朱
色

の
一
つ
で
日
本
の
伝
統
色
の
オ
レ
ン
ジ
色
・
橙

色
で
す
。
元
気
に
な
れ
る
色
、
温
か
い
色
を

展
覧
会
の
名
称
に
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
高

覧
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
３
月
26
日
土
～
４
月
３
日
日
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
４

時
ま
で
）

※�

３
月
28
日
月
は
休
館
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
（
中
央
公

民
館
３
階
）

▽�

内
容　

風
景
画
42
点
、
人

物
・
静
物
画
18
点
、
合
計

60
点
（
出
品
者
27
人
）

▽�

主
催　

芦
屋
ス
ケ
ッ
チ
さ

ん
ぽ
同
好
会
・
ア
ト
リ
エ
Ｋ
同
好
会

▽�

問
い
合
わ
せ　
井
上
（
☎
０
８
０
‐
５
２

７
５
‐
８
８
９
４
）

令
和
４
年
度

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
参
加
者
募
集

　
大
城
区
と
愛
の
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
城

地
区
推
進
委
員
会
で
は
、
高
齢
者
の
ひ
き
こ

も
り
予
防
と
健
康
維
持
増
進
の
た
め
、
近
隣

地
区
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
場
と

し
て
大
城
公
園
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
自
主

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
標
準
コ

ー
ス
（
15
・
25
・
30
・
50
ｍ
）
に
合
わ
せ
た

コ
ー
ス
に
ス
タ
ー
ト
マ
ッ
ト
、
ホ
ー
ル
ポ
ス

ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
単
独
で
も
グ
ル
ー

プ
で
も
自
由
に
使
用
で
き
ま
す
。

▽�
と
き　
４
月
～
令
和
５
年
３
月
の
毎
週
土

曜
日
・
午
後
１
時
～
５
時

▽�
と
こ
ろ　
大
城
公
園

▽�

参
加
費　
無
料

※�

た
だ
し
観
桜
時
期
や
そ
の
ほ
か
大
城
区
の

都
合
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
大
城
区
「
愛

の
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
浦
田
友
幸
（
☎

０
９
０
‐
９
６
５
９
‐
７
０
４
４
）

「
緑
の
教
室
」
受
講
者
募
集
（
無
料
）

　
庭
木
の
育
て
方
や
庭
作
り
の
基
礎
知
識
な

ど
を
学
べ
る
「
緑
の
教
室
」
を
開
催
し
ま
す

（
原
則
、
実
技
は
行
い
ま
せ
ん
）。
申
し
込
み

の
時
に
、
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
の
受
講
（
午
前

の
部
・
午
後
の
部
）
ま
た
は
動
画
視
聴
に
よ

る
受
講
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

動
画
受
講
は
、
講
座
の
様
子
を
録
画
し
た

も
の
を
後
日
視
聴

▽�

と
き　
５
月
～
12
月
の
原
則
第
3
ま
た
は

第
4
日
曜
日
（
全
8
回
）

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
久
留

米
市
田
主
丸
）
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
の
あ
る
自
宅
な
ど

▽�

対
象　

県
内
に
住
ん
で
い

る
人
で
、
年
間
を
と
お
し

て
出
席
で
き
る
人

※�

詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
〈
０
９
４
３
〉
７
２
‐
１
１
９
３
）

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

みんなの

ひろば

ホームページ

バーミリオンの会
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●
浜
木
綿
俳
句
会

除
夜
の
鐘
寡
黙
な
人
と
諾
へ
ど

�

野
口
加
津
美

寄よ
り
つ
き付
の
嘉
祥
の
一
幅
笹
子
鳴
く

�

池
田
千
恵
子

青
空
の
浮
か
ぶ
水
の
面
か
い
つ
ぶ
り

�

花
田
八
代
美

新
し
き
年
ま
だ
闇
の
怒
濤
音

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

初
化
粧
妣
の
螺
鈿
の
古
鏡

�

田
尾
三
千
枝

冬ふ
ゆ
そ
う
び

薔
薇
夫
あ
り
し
日
を
力
と
す

�

縄
田　
惠
子

疫
籠
も
り
解
か
れ
ど
ん
ど
の
大
ほ
む
ら

�

仲
山
ク
ニ
子

初
御
空
拝お

ろ
がむ
先
の
沖
津
宮

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

艶
や
か
な
庭
の
万
両
寅
年
を

寿
ぎ
活
け
る
冷
え
ま
さ
る
朝

麻
生　
清
子

参
拝
の
人
に
混
じ
り
て
こ
の
年
の

平
安
願
い
鈴
強
く
振
る

�

宮
﨑
佐
代
子

虎
の
年
虎
屋
の
羊
羹
ト
ラ
の
絵
が

小
分
け
の
箱
に
も
寿ほ

ぎ
て
描
か
る

�

村
上　
一
惠

鏡
餅
あ
ら
れ
に
切
り
て
寒
に
干
し

入
れ
た
る
缶
に
カ
ラ
カ
ラ
と
鳴
る

�

田
中
勢
津
子

怪物
     東山　彰良　著  

　乗機Ｂ -17 を撃墜され、
毛沢東治世下の敵国に落下
した、台湾空軍スパイ。彼
は飢餓の大陸から奇跡の帰
還を果たす。中国、台北、
東京。幾つもの煉

れんごく
獄を遍歴

する男と、彼をモデルに小
説を書く作家―。二人の
男の運命が交じりあう。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�７日月、14日月、22日火、24日木、
28日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前 10 時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や

予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ３月

と　き 　　出　演・催　し　　
2 日水 赤ちゃんおはなし会たっち

13 日日 にじの会
19 日土 おはなしトントン
27 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11 時から

�
△

ところ　おはなしのへや・多目的室

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

注目の一冊

　さまざまな手法で作品を創り上げる絵本作家レオ・
レオニ。個性・知恵・勇気などをテーマとしたユニ
ークな 5 つのストーリーです。「スイミー」や「フレ
デリック」といった人気のおはなしを映像でお楽し
みください。

▽ �とき　3 月 13 日日・午後 2 時から

▽ �ところ　多目的室

▽ �上映作品　レオ・レオニ５つの名作集

▽ �定員　20 人

▽ �申し込み　２月 26 日土から、図書館カウンター
または電話で先着順に受け付け

▽ �ところ　１階・階段下特集コーナー
　今年は東日本大震災から 11 年目を迎えます。震
災の記憶を語り継ぎ、私たち
にできることは何かを考え
る機会として、災害に負けな
い人々の姿や万一に備えた
防災を考えるために参考と
なる本を用意しました。

“東日本大震災” 特集

おたのしみ上映会

　掲載の催しは新型コロナウイルスの感染拡大の状況
などによっては、変更・中止となる場合があります。

【一般書】
威風堂々　上下巻 伊東　潤� 著
母の待つ里 浅田　次郎� 著
ボタニカ 朝井　まかて� 著
階段ランナー 吉野　万理子� 著

【児童書】
落花流水 鈴木　るりか� 作
吹奏楽部のトリセツ！ 松元　宏康� 監修
ケケと半分魔女 角野　栄子� 作
ねこの町の小学校 小手鞠　るい� 作
はなになりました 内田　麟太郎� 作
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▽ �問い合わせ　環境・公園係（☎２２３‐３５３８）

　TNR活動とは、住民や保護活動をしている団体（以下、保護活動団体）が野良ネコをつかまえて、
不妊（去勢）手術を行い、元の場所に戻して、そのネコの寿命を全うさせる活動です。

どうなっているの？
芦屋の野良ネコ事情

　野良ネコの寿命は一般的に 3～ 5年程
度といわれています。TNR活動を行うこ
とで妊娠・出産を防ぎ、野良ネコの数が
激増しない効果があると言われています。
　芦屋町では野良ネコが増えないよう、
住民や保護活動団体が保護活動や TNR
活動を円滑に行えるようサポート体制を
整えていっています。

　芦屋町では、現在多くの飼い主のいないネコ（野良ネコ）が生息しています。
もともとネコは愛護動物として多くの家庭で飼育されている一方で、野良ネ
コにエサを与えることで住み着いたり、野良ネコの子どもが増えることでふ
ん尿などの生活環境被害が増えたりするなど、住民同士のトラブルになるこ
ともあります。
　そこで、皆さんの生活環境を守りつつ、野良ネコが寿命を全うするために、
TNR活動という取り組みを紹介します。

※�町や県など行政機関は、法律の定めもあり、殺処分を
目的としたネコの捕獲や収容は行っていません。

　不妊（去勢）手術をしたネコは、
耳を桜の花びらの形にカットさ
れています。

オスは右耳メスは左耳

不妊（去勢）手術を行い
ニューター

つかまえて
トラップ

元の場所に戻す
リターン

ＴＮＲ活動とは
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　いとこのすぅたんには障がいがあります。言葉
を話すことができず、身の回りのことも一人では
できません。すぅたんのお母さんは少し大変そう
です。
　すぅたんは、いつもにこにこしています。私が
ちょっと変顔をしただけで大笑いしてくれるので、
私は芸人になったかと思うほどです。悪いことを
しておこられることもありますが、とても分かりや
すく口をへの字にするので、周りの人は思わず笑
ってしまいます。すぅたんには、周囲の人を明るく
元気にする力があります。学校では、先生に質問
されると、いつも一番に手を上げるそうです。私
はおこられるとしばらく引きずってしまうし、間ち
がえるのが怖くて手が上げられないので、うらや
ましいなと思います。また、すぅたんは、いつも
自分の気持ちを一生けん命伝えようとしています。
ジェスチャーを使ったり、うれしいときには笑顔に
なるなど表情で表したり、言葉ではなくても、気
持ちがよく伝わってきます。私は、自分の気持ち
を伝えることが苦手なので、すごいなと思います。
　障がいがある、ないは自分で決められることで
はありません。でも、みんなそれぞれのペースで
毎日をがんばっています。一人でも多くの人が個
性のよさに気づいてほしいと思います。障がいも
その人の個性だと気づけば差別やいじめは減るか
もしれません。障がいがあることはみんなとちょっ
とちがっているだけで、障がいのない人と変わら
ない個性なのです。これは、私がすぅたんから教
えてもらったことです。私は、どんな人でもみんな
に認められて助け合える社会を作っていきたいで
す。それを実現させることは難しいことかもしれな
いけれど、もしできたなら、みんながにこにこ明る
くて、気持ちがよい社会になると思います。そして、
そうなってほしいと私は願っています。
※�この記事は、町内の小中学生が「人権」をテー
マに書いた作文で、提出された作文の中から芦
屋町人権・同和教育研究協議会が選考したもの
を掲載しています。

差別をなくすために  第 441 号

大切な個性
山鹿小学校６年　鳥海　うらら

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係

（☎２２３‐３５４６）

おねがい
　　�野良ネコにエサを与えないで

　野良ネコにエサを与え
ることで、ネコの栄養状
態が良くなり多くの子ネ
コを産みやすくなります。
エサを与えるなら、野良
ネコを増やさないように、
不妊（去勢）手術までセ
ットで世話をしてください。

　�屋内で飼いましょう

　ネコは十分なエサと
上下運動のできる空間
を整え、不妊（去勢）
手術をすれば、特に広
い生活空間を必要とし
ない動物です。
　屋内で飼うことで、
周囲に迷惑をかけることなく、事故や感
染症からネコを守り、迷子を防止できる
など多くの利点があります。

　�不妊（去勢）手術をしましょう

　ネコは年に 2～ 4回出産し、すぐに増
えてしまいます。責任を持って子ネコを
生ませるのでなければ、不妊（去勢）手
術をして過剰な繁殖を防ぎましょう。生
殖器の病気や繁殖期のケンカ、においの
予防にもつながります。
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ぱ
く
ぱ
く
料
理
教
室

離
乳
食
・
幼
児
食
作
り
体
験

　
大
人
の
食
事
を
作
り

な
が
ら
、
子
ど
も
の
年

齢
に
合
わ
せ
た
取
り
分

け
離
乳
食
・
幼
児
食
づ
く
り
を
学
べ
ま

す
。
調
理
中
は
託
児
が
あ
り
ま
す
。
調
理

後
は
子
ど
も
も
一
緒
に
食
事
を
し
ま
す
。

※�

１
歳
６
カ
月
未
満
用
の
離
乳
食
は
保

護
者
の
試
食
の
み
で
す
。

▽�

と
き　
３
月
15
日
火
・
午
前
９
時
15
分

（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前

の
子
ど
も
と
保
護
者

▽
定
員　
８
組

▽�

参
加
費　
大
人
４
０
０
円
、
食
事
を

す
る
子
ど
も
１
５
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、手
拭
き
用
タ
オ
ル
、ス
リ
ッ
パ
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

３
月
８
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

令
和
４
年
度
児
童
生
徒
就
学
援
助

　

経
済
的
な
理
由
で
小
中
学
校
へ
の
就

学
が
困
難
な
世
帯（
生
活
保
護
世
帯
は
除

く
）
に
、
学
用
品
費
や
給
食
費
、
修
学
旅

行
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
は
、世

帯
全
員
の
所
得
な
ど
が
一
定
の
基
準
以

下
の
世
帯
に
限
り
ま
す
。

▽�

申
請
期
限　
3
月
31
日
木

※�

申
請
期
限
後
も
、
随
時
、
申
請
は
受
け

付
け
ま
す
が
、
支
給
は
申
請
の
翌
月
分

か
ら
に
な
り
ま
す
。

▽�

申
請
書
類　

申
請
書
と
手
引
き
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
ま

た
学
校
教
育
課
窓

口
に
も
あ
り
ま
す
。

▽�

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
７
）

ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　

芦
屋
の
食
材
を
使
っ
た
料

理
や
郷
土
料
理
な
ど
を
中
心

と
し
た
調
理
実
習
を
行
い
ま

す
。
年
齢
、
性
別
関
係
な
く
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

し
た
健
康
な
食
生
活
と
一
緒
に
、
芦
屋

の
食
文
化
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
３
月
４
日
金
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
12
人

▽
参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、手
拭
き
用
タ
オ
ル
、ス
リ
ッ
パ
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　
２
月
25
日
金
ま
で
に
健
康

づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

私
も
で
き
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽�

と
き　
３
月
16
日
水
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１
時

は
休
み
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
玄
関
前

▽�

内
容　
４
０
０
㎖
献
血

▽�

対
象　

男
性
17
～
69
歳
、
女
性
18
～

69
歳
で
、
体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
。

た
だ
し
65
歳
以
上
の
献
血
は
、
60
～

64
歳
に
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人

の
み

※�

献
血
可
能
日
を
献
血
カ
ー
ド
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

血
液
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
受
け

付
け
時
に
、
本
人
確
認
が
で
き
る
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

献
血
し
た
人
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
・
健
康

令和４年度
就学援助

広報あしや　2022.3 ⑫芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



福
岡
県
の
特
定
不
妊
治
療
費
の

一
部
助
成
申
請
期
限
は
３
月
31
日
木

●�

福
岡
県

　

福
岡
県
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
を
行

う
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
治
療
が

終
了
（
中
断
含
む
）
し
、
助
成
申
請
対

象
者
に
該
当
す
る
人
の
申
請
期
限
は
令

和
４
年
３
月
31
日
木
ま
で
で
す
。
た
だ

し
、
治
療
終
了
日
が
３
月
中
に
な
る
場
合

に
限
り
、
令
和
４
年
４
月
28
日
木
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。
必
要
書
類
な
ど
、
詳

細
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
係

（
☎
〈
０
９
４
０
〉
３
７
‐
４
０
７
０
）

●�

芦
屋
町

　

町
で
は
福
岡
県
特
定
不
妊
治
療
助
成

制
度
に
上
乗
せ
し
た
、
特
定
不
妊
治
療

費
・
男
性
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
を
行

っ
て
お
り
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

▽�

限
度
額　

特
定
不
妊
治
療
・
男
性
不

妊
治
療
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
１
回
に
つ
き

10
万
円
ま
で

▽�
申
請
期
間　

不
妊
治
療
が
終
了
し
た

日
ま
た
は
中
断
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
１
年
以
内
に
申
請

※�

申
請
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

福
岡
県
腎
臓
疾
患
患
者
福
祉

給
付
金
（
後
期
10
月
～
３
月
分
）

　

就
労
な
ど
の
理
由
で
、
午
後
５
時
以

降
に
、
月
に
５
回
以
上
人
工
透
析
を
受

け
て
い
る
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
交
通
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
給
付
に
は
所
得
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
給
付
額　
月
額
２
０
０
０
円

▽�

申
し
込
み　

３
月
25
日
金
ま
で
に
、

障
が
い
者
・
生
活
支
援
係
（
☎
２
２

３
‐
３
５
３
０
）
へ

か
ら
だ
、
ゲ
ン
キ
！
教
室

新
規
参
加
者
募
集（
初
年
度
無
料
）

　
一
緒
に
楽
し
く
運
動
し
て
、
健
康
に
な

る
た
め
の
教
室
で
す
。
気
持
ち
よ
く
体
を

動
か
し
、
メ
タ
ボ
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

４
月
11
日
月
～
令
和
５
年
３

月
６
日
月
の
毎
週
月
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分
（
祝
日
を
除
く
全
40
回
）

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館

▽�

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

▽�

対
象　
芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
、
令
和
４
年
度
に
若
者
健
診
ま

た
は
特
定
健
診
を
受
診
す
る
人

※�

医
療
機
関
通
院
中
の
人
は
、
医
師
の

許
可
（
意
見
書
）
が
必
要
で
す
。

▽�

定
員　
20
人
程
度

▽��

参
加
費　
無
料
（
２
年
目
か
ら
は
有
料
）

▽��

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
が
で
き
る

服
装
、室
内
運
動
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、

水
分
補
給
の
飲
み
物

▽�

申
し
込
み　

３
月
18
日
金
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

広報あしや　2022.3⑬

３月の日曜開館日　６日・20日
♥にこにこ絵本

　 ▽�とき　３月７日月・午前11時～11時 30 分
♥絵本タイム

　 ▽ �とき　３月 18日金・午前 11時～ 11時 30分
♥楽しい歯の話（限定５組）

　 ▽ �とき　３月 22日火・午前 10時～ 11時
　※３月 8日火から予約開始
　 ▽ �持ってくるもの　家で使っている歯ブラシ
♥育児相談　
　【ほほえみ相談】小児専門の臨床心理士による相談

　 　 ▽ �とき　３月２日水・午前 10時～正午
　　※予約は町内に住んでいる人のみです。
　【離乳食の日】栄養士による栄養指導と進め方相談

　 　 �　３月の相談日はありませんが、気になることが
あれば、気軽に電話してください。

　　　次回は４月 12日火です。
　【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談

　 　 ▽ �とき　３月８日火・午前 10 時～正午�
　　�▷�持ってくるもの　あしやすくすくファイル、母

子健康手帳
　　※町外の人も相談できます。

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　３月 16日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館 和室
※�たんぽぽスタッフが絵本やおも
ちゃを用意して待っています。

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●�問い合わせ　芦屋町子育て支援センター
 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）



成
年
後
見
制
度
の
無
料
出
張
相
談

【
成
年
後
見
制
度
と
は
】

　

認
知
症
や
知
的
障

が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
の
理
由
で
判
断

能
力
が
不
十
分
な
人
は
、
生
活
費
の
管

理
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
悪

質
な
訪
問
販
売
で
必
要
の
な
い
物
を
買

わ
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
問
題
が
出
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

人
の
権
利
や
財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

【
無
料
出
張
相
談
】

　

北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
（
社
会
福
祉
士
な
ど
）
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　

３
月
23
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
（�

１
人
１
時
間
以
内
）

▽�

と
こ
ろ　
お
か
が
き
総
合
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
い
こ
い
の
里
（
岡
垣
町
高
倉
）

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
や
関
係
者

▽�

定
員　
３
人
（
先
着
順
）

▽�

相
談
料　
無
料

▽�

申
し
込
み　
３
月
１
日
火
か
ら
岡
垣

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２

８
２
‐
１
２
１
１
）
へ

※�

２
カ
月
に
１
回
、
遠
賀
郡
３
町
で
出

張
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
芦
屋
町
で

は
、
７
月
に
開
催
予
定
で
す
。
開
催

日
時
な
ど
は
広
報
あ
し
や
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉
課
内
☎
２

２
３
‐
３
５
８
１
）

人
権
生
活
相
談

【
定
例
相
談
】

◎�

３
月
10
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

◎�

３
月
24
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

▽�
相
談
内
容　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎��

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

特
設
人
権
相
談

　

人
権
や
法
律
の
問
題
で

困
っ
て
い
る
人
は
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

３
月
17
日
木
・

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

家
庭
、
相
続
、
登
記
、

戸
籍
、
金
銭
、
い
じ
め
・
不
登
校
の

人
権
問
題
な
ど

▽�

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

▽�

相
談
料　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

※�

事
前
に
相
談
内
容
を
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

困
り
ご
と
相
談
室
・

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス
巡
回
相
談
会

　

家
庭
の
困
り
ご
と
に
、
福
岡
県
自
立

相
談
支
援
事
業
所
の
相
談
員
が
応
じ
ま

す
。
一
人
で
が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い
で
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

 

毎
月
第
１
火
・
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
（�

１
組
90
分
程
度
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
て
生
活
保

護
を
受
け
て
い
な
い
人

※�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
相
談
日
前
日
ま
で
に
障

が
い
者
・
生
活
支
援
係（
☎
２
２
３
‐

３
５
３
０
）
へ

「
心
の
サ
イ
ン
」
に
気
を
付
け
て

～
自
殺
対
策
強
化
月
間
～

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を

抱
え
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
自
殺

は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
が
原
因
で
、
心

理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」
で
す
。

身
近
な
人
の
「
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
」
に

関
心
を
持
ち
、「
こ
こ
ろ
の
変
調
」
や

「
自
殺
の
き
ざ
し
」
に
気
づ
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
早
め
に
専
門
の
相
談
窓

口
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
守
ら
れ

る
命
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

主
な
相
談
窓
口

▼�

ふ
く
お
か
自
殺
予
防
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

�

☎
０
１
２
０
‐
０
２
０
‐
７
６
７
（
無

料
）　
平
日
＝
午
後
４
時
～
翌
日
午
前

９
時　

休
日
＝
午
前
８
時
～
翌
日
午

前
８
時

▼
ふ
く
お
か
自
殺
予
防
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
９
２
‐
５
９
２
‐
０
７
８
３

▼�
福
岡
い
の
ち
の
電
話　

☎
０
９
２
‐

７
４
１
‐
４
３
４
３

▼�

北
九
州
い
の
ち
の
電
話　
☎
６
５
３

‐
４
３
４
３

▼
い
の
ち
の
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談

　

�h
ttp

://w
w
w
.

inochinodenw
a.

org/soudan.php

▼�

北
九
州
自
殺
予
防
こ
こ
ろ
の
相
談
電

話　
☎
５
２
２
‐
０
８
７
４

▼�

福
岡
市
自
殺
予
防
相
談　
☎
０
９
２

‐
７
３
７
‐
１
２
７
５

▼�
自
死
問
題
支
援
者
法
律
相
談
（
福
岡

県
弁
護
士
会
）　
☎
０
９
２
‐
７
４
１

‐
３
２
１
０

相
談

いのちの電話
インターネッ
ト相談

広報あしや　2022.3 ⑭
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。
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町
の
会
計
年
度
任
用
職
員

■
総
合
体
育
館
等
清
掃
・
事
務
補
助
員

　
（
障
が
い
者
対
象
）

▽�

任
期　
４
月
１
日
金
～
令
和
５
年
３

月
31
日
金

※�

勤
務
成
績
が
良
好
で
、
同
職
種
が
あ
る

場
合
、
再
度
任
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
（
た
だ
し
、
２
回
ま
で
）。

▽�

募
集
人
数 　
１
人

▽�

業
務
内
容　
総
合
体
育
館
等
社
会
体
育

施
設
の
清
掃
・
管
理
・
受
け
付
け
な
ど

▽�

勤
務
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
８
時

30
分
（
休
憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　
週
５
日
程
度

▽
報
酬　
日
額
５
３
８
６
円

▽�

保
険　
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
あ
り

▽�

応
募
要
件　
障
害
者
手
帳
（
身
体
障

害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
、

療
育
手
帳
）
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人

で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
持

っ
て
い
る
人

※�

障
害
者
手
帳
の
写
し
（
名
前
、
写
真
、

番
号
、
等
級
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

る
ペ
ー
ジ
）
が
必
要
で
す
。

■
事
務
補
助
員

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
業
務
な
ど
）

▽�

任
期　
４
月
１
日
金
～
令
和
５
年
３

月
31
日
金

※�

勤
務
成
績
が
良
好
で
、

同
職
種
が
あ
る
場
合
、

再
度
任
用
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
（
た
だ

し
、
２
回
ま
で
）。

▽�

募
集
人
数 　
１
人

▽�

業
務
内
容　
住
民
課
窓
口
で
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
関
連
事
務
、
住
民
基
本
台
帳
事

務
と
そ
の
他
事
務
補
助
な
ど

▽�

勤
務
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
休
憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　
週
５
日
勤
務
。
月
に
1
～

2
回
土
日
勤
務
あ
り

▽
報
酬　
時
給
８
９
７
円

▽�
保
険　
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
あ
り

【
共
通
事
項
】

▽
試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
込
期
限　
３
月
10
日
木

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
人
事

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
４
）
へ
提
出

※�

申
込
書
は
総
務
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※�

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
一
般
職
と

し
て
地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守

秘
義
務
、
職
務
専
念
義
務
、
懲
戒
処

分
な
ど
）
が
原
則
適
用
と
な
り
ま
す
。

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

任
期
付
職
員
・
会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

■
【
任
期
付
職
員
】

▽�

任
期　
４
月
１
日
金
～
令
和
５
年
３

月
31
日
金

▽
募
集
人
数
（
予
定
） 　
１
人

▽�

業
務
内
容　
一
般
事
務

▽
勤
務
地　
組
合
事
務
所
（
遠
賀
町
）

▽�

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
７
時
間
45
分
）

▽�

応
募
要
件　
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
で
き
る
人
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
人

▽
給
料
（
参
考
）　

大
卒
18
万
２
２
０
０
円

※
職
歴
に
よ
り
加
算
す
る
場
合
あ
り

▽�

申
込
期
間　
２
月
25
日
金
～
３
月
11

日
金

■
【
会
計
年
度
任
用
職
員
】

　

登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
登
録
者
の
中

か
ら
条
件
に
合
う
人
を
任
用

し
ま
す
。

▽
登
録
期
間　
4
月
1
日
金
か
ら
2
年
間

▽�

業
務
内
容　
一
般
事
務
補
助

▽
勤
務
地　
遠
賀
郡
内

▽�
報
酬
（
参
考
）　

日
給
（
７
時
間
45
分

勤
務
の
場
合
）
６
９
５
７
円

【
共
通
事
項
】

▽�

申
込
方
法　
総
務
課
庶
務
係
に
申
込

書
を
提
出

※�

申
込
書
は
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。

※�

募
集
の
詳
細
は
組
合
ホ
ー
ペ
ー
ジ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

遠
賀
・

中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務

課
庶
務
係
（
☎
２
９
３
‐
３
５
８
１
）

令
和
４
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験

▽�

受
験
資
格 　

1
平
成

４
年
４
月
２
日
～
13
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人 

2
13
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
人
は
、
次
の

ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る

こ
と
①
大
学
卒
業
ま
た
は
令
和
５
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
人 

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
人

▽
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

▽�

受
付
方
法
と
期
間　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
し
込
み
。
３
月
18
日
金
・

午
前
９
時
～
４
月
４
日
月
受
信
有
効

▽
第
１
次
試
験　
６
月
５
日
日

▽�

問
い
合
わ
せ　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

申
し
込
み
に
関
す
る
こ
と
＝
人
事
院

人
材
局
試
験
課
（
☎
〈
０
３
〉
３
５

８
１‐５
３
１
１（
内
線
２
３
３
２
））、

そ
の
ほ
か
試
験
に
関
す
る
こ
と
＝
福

岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

（
☎
〈
０
９
２
〉
４
１
１
‐
０
０
３
１

（
内
線
２
４
３
２
））

募
集
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夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　
３
月
７
日
月
・
８
日
火
の
日

没
～
午
後
９
時
ご
ろ
（
予
備
日
＝
９

日
水
・
10
日
木
・
14
日
月
・
15
日
火

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

▽�

と
き　
毎
週
月
・
火
の
日
没
～
午
後
９

時
ご
ろ

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

芦
屋
町
の
人
権
擁
護
委
員
紹
介

　

令
和
４
年
１
月
１
日
付
け
で
田
中
信

代
さ
ん
（
大
字
山
鹿
）
が
法
務
大
臣
か

ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
再
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
令
和
６
年
12
月
31
日
ま

で
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
町

内
で
は
田
中
さ
ん
の
ほ
か
、
松
田
義
春

さ
ん
（
山
鹿
）
と
佐
藤
一
雄
さ
ん
（
緑

ヶ
丘
）
の
3
人
が
お
り
、
人
権
相
談
を

受
け
た
り
、
人
権
の
考
え
を
広
め
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支
援

係（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
人
や

介
護
を
し
て
い
る

人
、
地
域
の
人
や

専
門
職
の
人
が
気

軽
に
集
い
、
交
流

を
図
り
な
が
ら
く

つ
ろ
ぐ
場
所
で
す
。

▽�

と
き　
３
月
29
日
火
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
11
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て
い

る
人
な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
内
容　
座
談
会

▽
参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
飲
み
も
の
（
各

自
持
参
）・
マ
ス
ク
着
用

▽
定
員　
10
人

▽�

申
し
込
み　
３
月
22
日
火
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

高
齢
者
能
力
活
用
事
業
で

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

　

今
ま
で
の
経
験
や
技
能
を
生
か
し
て

働
く
こ
と
で
、
健
康
と
生
き
が
い
を
高

め
ま
せ
ん
か
。

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
お
お
む

ね
60
歳
以
上
の
健
康
な
人

▽�

職
種　
◎
技
能
分
野
＝
せ
ん
定
、
草

刈
り
、
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
張
り

替
え
、
車
両
運
転
な
ど

　

�

◎
労
務
分
野
＝
除
草
、
清
掃
、
軽
作

業
な
ど

▽�

勤
務
時
間　
平
日
・
午
前
９
時
～
午

後
４
時

※�

業
務
の
必
要
性
に
応
じ
、
日
々
雇
用

と
な
り
ま
す
。

※�

登
録
の
受
け
付
け
は
、
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

�

▽�

申
し
込
み　
芦
屋
町
社
会
福
祉
協
議

会
（
高
齢
者
能
力
活
用
事
業
係
☎
２

２
２
‐
２
８
１
８
）
へ
所
定
の
申
込

用
紙
（
芦
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
10
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
長
期
化
す
る
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
に
直
面
し
た
皆
さ
ん
が
、
生
活
・
暮

ら
し
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
令

和
３
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
家
計

急
変
世
帯
に
対
し
て
、
１
世
帯
あ
た
り

10
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

●
住
民
税
非
課
税
世
帯

▽�

対
象　
令
和
３
年
12
月
10
日
に
芦
屋

町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員

の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る

世
帯
（
住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ

て
い
る
人
の
扶
養
親
族
な
ど
だ
け
の

世
帯
は
対
象
外
）

▽�

手
続
き　
町
が
２
月
中
旬
に
対
象
世

帯
の
世
帯
主
に
対
し
て
、
確
認
書
を

発
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
確

認
し
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
返
送

期
限
は
、
町
が
確
認
書
を
発
送
し
た

日
か
ら
３
カ
月
以
内
で
す
。

※�

期
限
内
に
返
送
が
な
い
場
合
は
給
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
計
急
変
世
帯

▽�

対
象　
申
請
時
点
で
芦
屋
町
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減

少
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
同
様

の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

（
住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
の
扶
養
親
族
な
ど
だ
け
の
世
帯
は

対
象
外
）

▽�

手
続
き　
給
付
を
受
け
る
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
添
付
書
類
（
給
与

明
細
な
ど
の
根
拠
資
料
）
と
一
緒
に
、

福
祉
課
障
が
い
者
・
生
活
支
援
係
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
付
開
始　
３
月
上
旬
を
予
定

【�

注
意
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
な
い
収
入
減
少
に
よ
り
給
付

を
申
請
し
た
場
合
、
不
正
受
給
（
詐
欺

罪
）
に
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

お
知
ら
せ

広報あしや　2022.3 ⑯
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。
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　３月31日木までＮＨＫ放送受信料の補助申請を受
け付けます。３月上旬に補助対象世帯へ申請書を送
付します。
　ただし、芦屋地区では、申請書が届いていなくて
も町からの補助対象となる場合がありますので、補
助要件を確認してください。
　補助額は、地上契約分の半額相当の額です。

■補助対象
　町内でＮＨＫ放送受信契約を行った世帯と事業
所で、令和３年度分（令和３年４月～令和４年３月
分）のＮＨＫ放送受信料を支払った人のうち、防衛
省からの助成を受けていない人（次の1～5の
いずれかに該当する人）
1山鹿地区の世帯
2�平成 30 年４月１日以降に芦屋地区へ転入または

転居した世帯
3�芦屋地区で住宅防音工事が完了し、防衛省から

の放送受信料補助が終了した世帯
4�芦屋地区で住宅防音工事が完了し、防衛省からの

放送受信料補助の年間上限額が減額された世帯
5町内の事業所
■補助金申請の受け付け
　次の①～③を郵送または持参で提出してください。
　①�申請書（３月上旬に送付予定）
　②�初めて申請する人や振込口座が変わる人は、申

請者（世帯主）の預金通帳など金融機関の口座
番号がわかるもの（ＪＦマリンバンクは不可）

　③�ＮＨＫ発行の領収証（令和３年４月～４年３月分）
　※�令和 3 年度分の申請は、3 月 31 日を過ぎると

受け付けませんので、注意してください。
　�【郵送の場合】
　 ▽ �申請先　〒 807-0198（住所記入不要）
　　芦屋町役場総務課庶務係
　 ▽ �申請期限　３月 31 日木必着

　【持参の場合】
と　き ところ

３月８日火～ 31日木
※土日祝日を除く

午前９時
�～午後５時

総務課庶務係
（役場２階）

３月 20 日日 午前９時
� ～正午 山鹿公民館

■領収証がない場合
　�　申請には、ＮＨＫ発行の放送受信料領収証が必

要です。領収証がない人は、下記ＮＨＫふれあい
センターに電話して再発行の依頼をしてください。

�　�①�電話で「令和３年４月から令和４年３月までの
領収証の再発行をお願いします」と伝えるとス
ムーズです。

�　�②�後日、ＮＨＫから自宅宛てに領収証が郵送で届
きます。

　�※�３月ごろは、ＮＨＫの電話窓口が大変混み合う
ので、早目の準備をお願いします。

▽ �問い合わせ
　【補助金に関すること】＝庶務係（☎２２３‐３５７２）
　�【領収証の発行、受信料に関すること】
　�＝ＮＨＫふれあいセンター（午前９時～午後６時）
　ナビダイヤル☎０５７０‐０７７‐０７７
　（土日祝日も受け付け）　　
　※ �IP 電話などを使用している人で、上記番号を

利用できない場合は
　　 ☎０５０‐３７８６‐５００３

ＮＨＫ放送
受信料補助
申 請 受 付

平
日
忙
し
い
人
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

　

平
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受

け
取
り
や
申
請
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
次
の
日
程
で
休
日
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

急
き
ょ
中
止
に
な
る
場
合
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▽�

と
き　
３
月
27
日
日
・
午
前
８
時
30

分
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

　

�【
申
請
】　
申
請
書
（
な
い
場
合
は
役

場
で
交
付
）、
申
請
書
貼
付
写
真
（
な

い
場
合
は
、申
請
時
に
無
料
で
撮
影
）、

通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

　

�【
受
け
取
り
】　
交
付
通
知
書
、
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※�

本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写

真
が
な
い
も
の
は
２
点
必
要
で
す
。

※
本
人
の
み
手
続
き
で
き
ま
す
。

※�

証
明
書
の
発
行
や
転
入
・
転
出
の
異

動
の
受
け
付
け
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

広報あしや　2022.3⑰



ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度
障

が
い
者
医
療
証
の
切
り
替
え
と
発
送

【
切
り
替
え
】
４
月
か
ら
小
学
１
年
生
に

な
る
人
で
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
」

の
対
象
者
、
ま
た
は
中
学
１
年
生
に
な

る
人
の
う
ち
「
重
度
障
が
い
者
医
療
」

の
対
象
者
は
、
４
月
末
ま
で
に
医
療
証

の
切
り
替
え
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

を
持
っ
て
役
場
窓
口
へ
申
請
に
来
て
く

だ
さ
い
。

【
発
送
】「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
」、

「
重
度
障
が
い
者
医
療
証
」
を
持
っ
て
い

る
新
高
校
１
年
生
は
、
４
月
か
ら
自
己
負

担
の
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。対
象
者
に
は
、

新
し
い
医
療
証
を
送
付
し
ま
す
。
現
在
持

っ
て
い
る
医
療
証
の
期
限
が
過
ぎ
た
ら
、

差
し
替
え
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）

住
居
表
示
番
号
が
重
複
し
て

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

住
居
表
示
番
号
と
は
、
訪
問
す
る
人

や
郵
便
物
の
配
達
人
が
わ
か
り
や
す
い

よ
う
、
建
物
に
つ
け
ら
れ
る
番
号
の
こ

と
で
、
町
が
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
居
表
示
番
号
の
重
複
に
よ
る
誤
っ

た
訪
問
や
配
達
で
困
っ
て
い
る
場
合
は
、

役
場
に
申
し
出
る
こ
と
で
、
番
号
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

大
字
地
区
（
大
字
芦
屋
○
○
番
地
や

大
字
山
鹿
△
△
番
地
）
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

※�

２
階
建
て
以
下
の
集
合
住
宅
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

※�

住
居
表
示
番
号
の
変
更
に
伴
う
不
動

産
登
記
、
年
金
手
帳
、
免
許
証
な
ど

の
住
所
変
更
手
続
き
は
個
人
で
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

柏
原
区
の
備
品
が
充
実
し
ま
し
た

　
柏
原
区
で
は
、
令

和
３
年
度
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を
受

け
、
自
治
区
活
動

の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
公
民
館
の
エ
ア
コ

ン
、
テ
レ
ビ
、
空
気

清
浄
機
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
な
ど
を
整
備
し

ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や
集

会
施
設
の
整
備
、
安
全
な
地
域
づ
く
り

と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
対
し
て

助
成
を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

柏
原
区
長
の
白
石
一
美
さ
ん
は
「
備

品
が
充
実
す
る
こ
と
で
イ
ベ
ン
ト
や
公

民
館
活
動
が
よ
り
活
発
に
な
り
そ
う
で

す
。
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
行

事
や
交
流
活
動
に
役
立
て
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
企
画
係
（
☎
２
２
３
‐

３
５
７
０
）

除
菌
効
果
が
期
待
で
き
る

酸
性
電
解
水
を
無
償
配
布
中

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
除
菌
効
果
が
期
待
で
き
る

酸
性
電
解
水
の
無
償
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
の

で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
配
布
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽�

と
き
・
と
こ
ろ　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
・
役
場 

総
合

案
内
横

　

�

３
月
20
日
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
・
芦
屋
東
公
民
館
、
山
鹿
公
民
館

▽�

配
布
量　

１
世
帯
あ
た
り
１
リ
ッ
ト

ル
程
度

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

容
器
な
ど

※�

紫
外
線
で
酸
性
電
解
水
の
効
果
が
弱

ま
る
の
で
、
遮
光
性
の
容
器
が
適
し

て
い
ま
す
。

▽�

保
管
方
法
な
ど

◦�

涼
し
く
、
紫
外
線
が
当
た
ら
な
い
場
所

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

正
し
く
保
管
す
る
と
使
用
期
限
は
約

１
カ
月
で
す
。

▽�

使
用
方
法

◦�

除
菌
し
た
い
場
所
の
汚
れ
を
落
と
し

お
知
ら
せ

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

届け出による
産前産後の国民年金保険料免除

�　出産予定日または出産日が属する
月の前月から４カ月間の国民年金保
険料が免除になります。届
け出は、出産予定日の 6
カ月前からできます。
●手続きに必要なもの
　�【出産前に届け出をする場合】
　母子健康手帳など
　�【出産後に届け出をする場合】
　�出産日は役場で確認できるため原
則不要です。ただし、被保険者と
子が別世帯の場合は、出生証明書
など出産日と親子関係を明らか
にする書類が必要です。

▽届け出・問い合わせ　保険年金係
　（☎２２３‐３５３２）

みんなの 
ね・ん・き・ん

天井のＬＥＤ照明

広報あしや　2022.3 ⑱



て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�
除
菌
し
た
い
場
所
に
、
酸
性
電
解
水

を
十
分
に
吹
き
か
け
て
か
ら
布
巾
や

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
拭
い
た
り
、
布
巾

な
ど
に
十
分
に
含
ま
せ
て
拭
い
た
り

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

芦
屋
釜
の
里
か
ら
の
お
知
ら
せ

1�

春
季
企
画
展
「
八
木
孝
弘　
茶
の
湯

釜
展
～
独
立
ま
で
の
歩
み
～
」

　

芦
屋
釜
の
里
で
長
く
修
業
を
積
ん
で

独
立
し
、
自
身
の
工
房
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
活
動
を
は
じ
め
る
八
木
孝
弘
氏
。
約

25
年
間
に
わ
た
る
独
立
ま
で
の
歩
み
を

作
品
か
ら
追
い
ま
す
。

▽�

と
き　
３
月
１
日
火
～
５
月
29
日
日

※�

月
曜
日
は
休
園
で
す
（
祝
日
の
場
合

は
開
園
、
翌
日
休
園
）。

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
資
料
室

2�

春
の
特
別
呈
茶

　

桜
咲
く
庭
園
の
風
情
と
抹
茶
を
楽
し

む
春
の
特
別
呈
茶
を
開
催
し
ま
す
。

▽��

と
き　

３
月
25
日
金
～
27
日
日
・
午

前
９
時
～
午
後
４
時
40
分

▽��

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽��

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

※
お
点て

ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽��
料
金　
中
学
生
以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
園
料
と
お
茶
代
）

3�

春
の
宵
、
さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト
in

　
芦
屋
釜
の
里

　

春
の
宵
、
芦
屋
釜
の
里
の
庭
園
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
。
夜
桜
の
下
、
茶

室
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
芦
屋
歴
史
の
里

も
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

�【
コ
ン
サ
ー
ト
】　

▽�
と
き　
４
月
１
日
金
・
２
日
土

・
第
１
回
＝
午
後
６
時
～
６
時
45
分
、

・
第
２
回
＝
午
後
７
時
40
分
～
８
時
25
分

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�
演
奏　
植
草
ひ
ろ
み
さ
ん（
チ
ェ
ロ
）、

日
高
美
佐
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

▽�
曲
目　
ア
ザ
ラ
シ
ヴ
ィ
リ
作
曲
「
無

言
歌
」
ほ
か

▽�

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
中
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

▽
定
員　
各
回
40
人

▽�
料
金　
大
人
・
子
ど
も
と
も
１
人
１

７
０
０
円
（
入
園
料
、
呈
茶
料
、
歴

史
の
里
入
館
料
を
含
む
）

▽�

予
約
受
付　
３
月
５
日
土
午
前
９
時

か
ら
、
芦
屋
釜
の
里
窓
口
ま
た
は
電

話（
☎
２
２
３‐５
８
８
１
）で
予
約（
先

着
順
）

※
予
約
は
一
度
に
４
人
ま
で
で
す
。

※�

会
場
で
は
畳
に
座
っ
て
鑑
賞
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
い
す
が
必
要
な
場
合

は
、
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�【
芦
屋
歴
史
の
里
開
館
】
午
後
９
時
ま
で

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

九
州
国
立
博
物
館
で
展
示
中

芦
屋
町
所
有
の
重
要
文
化
財

　

九
州
国
立
博
物
館
４

階
の
文
化
交
流
展
示
室

に
、
芦
屋
町
所
有
の
重

要
文
化
財
「
芦
屋
霰あ
ら
れ
じ地

真し
ん
な
り
が
ま

形
釜
」
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
茶
の
湯
釜
の

名
品
も
多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
展
示
期
間　
５
月
８
日
日
ま
で

▽�

と
こ
ろ　
九
州
国
立
博
物
館
４
階
文

化
交
流
展
示
室
（
太
宰
府
市
石
坂
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
九
州
国
立
博
物
館
（
☎

０
５
０
‐
５
５
４
２
‐
８
６
０
０
）

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
、
翌
日
休
館
）。

中
央
公
民
館
講
座

■�
「
く
ち
達
者
で
人
生
を
楽
し
む
ヒ
ン
ト
！  

第
２
弾
」

　

歯
科
医
院
で
健
診
を
受
け
て
い
て
も
、

気
付
か
な
い
う
ち
に
、
食
べ
る
・
飲
み
込

む
機
能
は
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ち
ょ

っ
と
話
し
づ
ら
い
、
う
す
味
で
は
物
足
り

な
い
と
い
う
自
覚
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ

の
機
会
に
味
覚
や
そ
し
ゃ
く
な
ど
の
口
く

う
機
能
と
、
筋
肉
量
な
ど
の
身
体
組
成
と

の
関
係
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
希

望
者
は
、
味
覚
検
査
・
筋
肉
量
測
定
が
受

け
ら
れ
ま
す
（
検
査
は
実
施
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
）。

▽�

と
き　

３
月
13
日
日
・
午
前
10
時
～

正
午
（
受
け
付
け
・
検
査
は
９
時
30

分
～
10
時
）

※�

検
査
を
受
け
る
人
は
、
２
時
間
前
か

ら
飲
食
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

▽�

講
師　
中
道
敦
子
さ
ん
（
九
州
歯
科

大
学
歯
学
部
口
腔
保
健
学
科
教
授
）

■�

日
本
に
関
係
す
る
国
際
法
の
話
Ⅲ

　

領
土
問
題･

戦
後
賠
償
の
問
題
な
ど
、

日
本
と
近
隣
諸
国
、
国
際
社
会
全
体
と
の

関
係
は
複
雑
化
す
る
ば
か
り
で
す
。
そ
の

中
で
国
際
法
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
か
、
最
近
の
事
例
を
含
め
、

専
門
家
が
分
か
り
す
く
解
説
し
ま
す
。

▽�

と
き　

３
月
26
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽�

講
師　
深
町
公
信
さ
ん
（
熊
本
大
学
前

副
学
長
）

【
共
通
項
目
】

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
２
月
26
日
土
か
ら
受
け

付
け
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
電
話

で
中
央
公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８

１
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

広報あしや　2022.3⑲
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



⑳

避難行動要支援者名簿に登録しませんか
～新規登録対象者に申請書を送付します～

▽ �問い合わせ　高齢者支援係（☎２２３‐３５３６）

■ 避難行動要支援者名簿とは
　災害時に支援を必要と
する高齢者や障がい者な
どのうち、名簿登録に同
意した人の名簿です。こ
の名簿は毎年更新して、
地域の自主防災組織また
は自治区、民生・児童委
員、遠賀郡消防署（避難
支援等関係者）へ提供しています。
　名簿は、平常時の地域での日頃の見守りや
要支援者の情報共有、災害時の避難支援計画
の作成資料や情報伝達、安否確認などに役立
てられます。

■ 避難行動要支援者名簿に登録するには
　町では、名簿の年次更新を行うため、３月
初旬に新規対象者へ登録申請書を送付します。
【申請方法】
　避難支援等関係者への名簿の提供に「同意
します」または「同意しません」のどちらか
を選び、必要事項を記入して同封の返信用封
筒に入れて返送してください。名簿登録に同
意しない場合でも返送してください。
　また、現在登録中の人で、登録の内容を変
更したい場合は、役場まで連絡してください。

※�名簿登録は、強制ではありません。
※�名簿登録に同意する人は、登録申請書（裏面）
の緊急連絡先など、漏れがないように記入
してください。
※�対象者に該当しない場合で、名簿への登録
を希望する人は、区長に相談してください。

【申請期限】
　３月 25日金
【新規対象者】
　在宅で生活している人で、令和４年１月 31
日を基準日とし、次の要件を満たす人
① �75 歳になった人（昭和 21 年２月１日～
22年１月 31日生まれ）で一人暮らしの人、
または 75歳以上の高齢者のみの世帯

②介護保険で要介護１～５の認定を受けた人
③�身体障害者手帳所持者（ただし内部障がい
者は１、２級所持者のみ）
④精神障害者保健福祉手帳１、２級所持者
⑤療育手帳Ａ判定所持者
※�②～⑤は、以前から芦屋町に居住し、令和
３年２月１日～令和４年１月 31日に認定、
手帳を取得した人です。
⑥�令和３年２月１日～令和４年 1月 31 日に
転入し、①～⑤に該当する人
※�①～⑥に該当する人で、申請書が届いてな
い場合は役場に連絡してください。

ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
い
る
団

体
が
製
作
し
た
ア

ク
セ
サ
リ
ー
や
マ

ス
ク
な
ど
の
手
作

り
小
物
の
展
示
・

販
売
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

３
月
７

日
月
～
18
日
金
・
午
前
９
時
～
午
後

５
時
30
分

※
日
曜
は
休
館
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館
２
階
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

▽�

問
い
合
わ
せ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）

行
事
の
中
止

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
例
年
行
わ
れ
て
い
た
次
の
イ

ベ
ン
ト
を
中
止
し
ま
す
。

●
文
化
協
会
主
催
事
業

　

�

ふ
れ
あ
い
文
化
講
演

▽�
問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
文
化
協
会
（
中

央
公
民
館
内
）（
☎
２
２
２‐１
６
８
１
）

※�

月
曜
は
休
館
で
す
。

お
知
ら
せ
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掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



㉑ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

芦屋町職員芦屋町職員のの
給与・定員管理給与・定員管理のの状況状況をを

公表します公表します

  ３．３．初任給の状況初任給の状況（令和 3 年４月１日現在）（令和 3 年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒
芦屋町 182,200 円 154,900 円 147,900 円
国 182,200 円 150,600 円 －

　令和２年度決算統計調査と令和３年給与実態調査・
定員管理調査（4月 1日）の資料に基づき、芦屋町職
員の給与と定員管理などの状況を公表します。詳しく
は町のホームページで 4月末までに公開する予定です。

▽問い合わせ　人事係（☎２２３-３５７４）

職員数
（Ａ）

給与費 １人当たり
給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

143人 5億2506万円 8761万円 1億9405万円 8億 671万円 565万円

②職員給与費の状況（令和２年度普通会計決算）

  １．１．総括総括（普通会計決算）（普通会計決算）

住民基本
台帳人口

（令和3年１月１日）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

前年度の
人件費率

1万3545人 110億9507万円 13億 2937万円 12％ 12.9％

①人件費の状況（令和２年度普通会計決算）

※普通会計とは、一般会計と給食センター特別会計のことです。
※�人件費には、特別職の給与や報酬、一般職の給料や諸手当のほか
に共済組合負担金などが含まれます。

  ２．２．平均給与月額の状況平均給与月額の状況（令和 3 年４月１日現在）（令和 3 年４月１日現在）

区分
一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

芦屋町 40.8 歳 298,900 円 374,099 円 324,275 円
国 43.0 歳 325,827 円 － 407,153 円

※�平均給与月額とは、給料月額（基本給）と扶養手当、地域手当、
住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を平均した
もので、平均給与月額（国ベース）とは、国家公務員と同基準（時
間外勤務手当などは含まない）で額を平均したものです。

  ４．手当の状況４．手当の状況

支給割合
役職加算

期末手当 勤勉手当
2.55 月 1.90 月 5～ 15％

①期末手当・勤勉手当（令和２年度支給割合）

区分 勤続 20年 勤続 25年 勤続 35年 最高
限度額

１人当たりの
平均支給額

自己都合 19.67月分 28.04月分 39.76月分 47.71月分 187万円
勧奨・定年 24.59月分 33.27月分 47.71月分 47.71月分 1768万円

②退職手当（令和３年４月１日現在）

※�１人当たりの平均支給額は、令和２年度に退職した職員に支給さ
れた平均額です。

③その他の手当（令和３年４月１日現在） 

手当名 内容と支給単価
１人当たりの
平均支給年額

（令和２年度決算）

地域手当
（給料+扶養手当+管理職手当）
×支給割合（芦屋町：0％、福岡
市：10％、大野城市：6％）

� 215,478 円

特殊勤務手当 徴税特殊勤務手当、競艇場特殊勤務手当など � 211,500 円

扶養手当 子� 10,000 円
子以外� 6,500 円 247,483 円

住居手当 借家� 上限 28,000 円 262,737 円

通勤手当
公共交通機関 上限 55,000 円
自家用車など（2km以上） 
� 2,000 円～ 24,400 円

62,146 円

管理職手当 � 49,600 円～ 72,700 円 731,771 円
時間外手当 正規の勤務時間外の勤務 307,861 円

※�職員数は一般職に属する職員数で、休職者、育児休業者、派遣職
員を含みます。

  ６．職員数の状況６．職員数の状況（各年４月１日現在）（各年４月１日現在）

職員数（人） 対前年
増減数
（人）令和２年 令和３年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 3 3 －
総務・企画 44 44 －
税務 11 11 －
民生 23 22 △ 1
衛生 12 12 －
農林水産 5 5 －
商工 6 5 △ 1
土木 16 14 △ 2

計 120 116 △ 4
教育部門 23 23 －
　小計 143 139 △ 4

会
計
部
門

公
営
企
業
等

下水道 4 4 －
ボートレース 23 22 △ 1
その他 4 4 －

小計 31 30 △ 1
合　計 174 169 △ 5

区分
部門

  ５．特別職の報酬などの状況５．特別職の報酬などの状況（令和３年４月１日現在）（令和３年４月１日現在）

区分 報酬 退職手当 期末手当
議　長 345,000円

該当なし
� 6 月期 1.45 月
� 12 月期 1.45 月
（特別職加算 20％）

副議長 318,000円
議　員 298,000円

区分 給料 退職手当 期末手当

町　長 744,000円 給料月額×在職年数×450/100

� 6月期1.525月
� 12月期1.525月
（特別職加算20％）

副町長 621,000円 給料月額×
在職年数×300/100

教育長 581,000円 給料月額×
在職年数×240/100

事業管理者 562,000円 給料月額×在職年数×240/100

広報あしや　2022.3



　
～川あそび＆草スキー～
　川にある大きな岩ですべり台をしました。水
がとても冷たくて気持ち良かったです。草ス
キーは、最初すべり方が分かりませんでした。
でも、教えてもらった事を意識したら、どん
どん上達していって、最後に１番上の高いと
ころからすべって、とても楽しかったです。

アドベンチャー

　
　令和３年度、芦屋町青少年体験活動「あしやハンズ・オン・キッズ」事業が６
月から始まり、町内の小学４年生から６年生まで30人の仲間たちと、「１人はみ
んなのために、みんなは１人のために」をテーマにいろいろな体験活動にチャレン
ジしてきました。ここでは、１年間の活動報告を感想と写真を添えて紹介します。

広報あしや　2022.3 ㉒



次のチャレンジャーは君だ！
　　　～研修生募集～
　４月中旬にハンズ・オン・キッズ研修生を
募集します。楽しい経験がいっぱいできるチ
ャンスです。あなたもハンズ・オン・キッズ
に参加してみませんか。
� ▽問い合わせ　社会教育係
　� （☎２２３- ３５４６）

秋の収穫体験

まち美化　
～海岸清掃＆エコクラフト～
　身近にあるごみをリサイク
ルしてキャンドルフォルダーを
作りました。みんなと作ること
ができて楽しかったです。海に
たくさんごみが落ちているの
を見たり、ＳＤＧｓやプラスチ
ックごみの問題を知りました。
　これからもごみをきちんと
ごみ箱に捨てたり、ごみがあ
ったら拾ったりして、ごみを拾
うボランティアに参加したいと
思いました。

　
～いもほり体験＆焼きいもづくり～
　「食」の大切さと「食」を支える
農業について知ることができまし
た。農家さんは、雨が降っても風
が強くてもほぼ毎日、我が子のよ
うに作物を育てています。
　皆さんも、その事を忘れず農家
さんに感謝して「いただきます」と
言いましょう。そして食材を大切に
し、おいしくいただきましょう。

　研修生たちは、さまざまな体験
をとおしてチャレンジ精神を育む
とともに、社会性や規範意識が芽
生えてきたようです。あしやハン
ズ・オン・キッズでの１年間の研
修が研修生の今後の生活にいかさ
れ、地域や学校での飛躍につなが
ることを期待しています。
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� 芦屋町地域おこし協力隊 入江 俊充さんのコラム

　こんにちは、地域おこし協力隊の入江です。
　今回はボートレース芦屋で開催された読売新聞
社杯ＧⅠ全日本王座決定戦開設 69周年記念の撮影
と築上町の地域おこし協力隊の視察に行ってきた
のでその様子をお伝えします！

地域おこし協力隊とは？
　人口減少や高齢化などが進む地方で、地域外の人を受け入れ、
地域協力活動を行ってもらい、その地域への定住・定着を図るこ
とで、地域力の維持・強化を図っていくことを目的とした制度です。

■築上町の地域おこし協力隊は元アマチュア力士

　築上町は芦屋町と
同じく航空自衛隊基
地が町内にあり、海
に面しています。そ
こで地域おこし協力
隊をしている松村一
成さんの活動を視察
してきました。

　松村さんは、高校時代に全国大会の個人でベスト
８に入ったこともある元アマチュア力士で、漁師に
なるため協力隊になった人。異色の経歴ですね。
　築上町では、漁業に特化した協力隊として、特産
品の「豊前海一粒かき」などの養殖を中心とした水
産振興に取り組んでいます。３年の任期がまもなく
終了し、４月からは漁師として独立するため船も購
入したそうですよ。
　松村さんの活動や任期終了後の目標などを聞くこ
とができ、とても刺激になりました。芦屋町と築上
町とで、今後も情報交換し、互いの町の良さを生か
した取り組みができればと思います。

　帰り際、お土産にと、
大量の豊前海一粒か
きをいただきした。

たまらぬおいしさ！

■ボートレース

　１月 21 日～ 26 日、ボートレース芦屋で開催され
た読売新聞社杯ＧⅠ全日本王座決定戦開設 69 周年
記念の撮影に行ってきました。

　競走水面際に立っ
て実際のレースを見
てきました。ボート
が走り抜けるスピー
ド感や大音量のモー
ター、船底にぶつか
る水面のバスッバス
ッという音、水しぶ
きなど、生で見ると
すごい迫力でした！

　また、ボートレース
芦屋は、昨年、子ど
もの遊び場「M

モ ー ヴ ィ
ooovi

芦屋」のオープンや
「あしや夢リアホー
ル」のリニューアル
オープンなどがあり、
家族連れで楽しめる
施設になっているの
で、近隣の地域の皆さんにも知ってもらって、来て
もらって、もっと楽しんでもらいたいですね。

入
い り え

江 俊
としみつ

充　（33 歳）
　宮城県仙台市生まれ兵庫県神戸市出身
　東京と大阪で長く働いていました。
　WEB を活用した情報発信が得意。
　趣味は釣りと最近始めたゴルフ！

　日々の活動は Instagram
で発信していますので、フォ
ローして活動を応援してもら
えるとうれしいです！

▽ �問い合わせ　地方創生推進係（☎２２３‐３５７１）
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そ
の
時
、

芦
屋
で
歴
史
は
つ
く
ら
れ
た

決
戦　
源
平
合
戦
②

平
家
に
あ
ら
ざ
る
は

　
「
此
の
一
門
に
あ
ら
ざ
ら
む
人
は
皆み

な

人に
ん
ぴ
に
ん

非
人
な
る
べ
し
」（『
平
家
物
語
』）。
こ

れ
は
平
清
盛
の
妻
時と
き
こ子
の
弟
で
あ
る
、平
た
い
ら
の

大だ
い
な
ご
ん
と
き
た
だ

納
言
時
忠
の
発
言
だ
と
伝
わ
る
言
葉

で
す
。
清
盛
は
従じ
ゅ
い
ち
い

一
位
、太だ
じ
ょ
う
だ
い
じ
ん

政
大
臣
に
登

り
、長ち
ょ
う
し
し
げ
も
り

子
重
盛
は
諸
国
守
護
権
と
称
す
べ

き
公
認
権
限
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。清
盛

の
妻
時
子
の
妹
滋し
げ
こ子
は
後ご
し
ら
か
わ

白
河
法ほ
う
お
う皇
の

後こ
う
き
ゅ
う
宮
に
入
っ
て
高
倉
天
皇
の
母
と
な
り
、

清
盛
の
娘
徳と
く
こ子（
の
ち
の
建け
ん
れ
い
も
ん
い
ん

礼
門
院
）は
、

高
倉
天
皇
の
后
と
な
り
安あ
ん
と
く徳
天
皇
を
生

み
ま
し
た
。天
皇
の
外が
い
祖
父
の
地
位
を
清

盛
は
得
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
清
盛
の
娘
盛も
り
こ子
は
関か
ん
ぱ
く白
藤ふ
じ
わ
ら
の原

基も
と
ざ
ね実
の
妻
に
、
同
じ
く
娘
の
完さ
だ
こ子
は
基

実
の
息
子
基も
と
み
ち通
の
妻
と
な
り
ま
し
た
。

摂せ
っ
か
ん
け

関
家
藤
原
氏
の
実
権
ま
で
も
が
、
清

盛
の
手
に
入
っ
た
の
で
す
。
京
の
都
の
西

部
、六ろ
く
波は

ら羅
の
地
に
は
清
盛
の
屋
敷
泉
い
ず
み
ど
の殿

を
中
心
に
一
門
の
邸
宅
が
並
び
、
さ
ら
に

そ
の
周
り
を
郎ろ
う
と
う党
ら
の
舎し
ゃ
た
く宅
が
取
り
囲

み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
大
小
の
屋
敷
の
総
数

は
３
２
０
０
軒
以
上
と
な
っ
た
そ
う

で
す
。
ま
さ
に
「
平
家
に
あ
ら
ざ
る

は
」
の
言
葉
ど
お
り
と
思
わ
せ
る
平

家
一
門
全
盛
の
あ
り
さ
ま
で
し
た
。

日に
っ
そ
う
ぼ
う
え
き

宋
貿
易
の
巨
冨

　
平
家
一
門
の
占
め
る
知ち

ぎ
ょ
う行
国
は
瀬

戸
内
海
の
沿
岸
に
多
く
分
布
し
、
政

権
の
財
政
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
京
か
ら
瀬
戸
内
、
関
門
海
峡
を

へ
て
博
多
、
大
陸
へ
と
至
る
日
宋
貿

易
ル
ー
ト
は
平
家
の
最
も
重
視
す
る

と
こ
ろ
で
し
た
。
大お

お
わ
だ
の
と
ま
り

輪
田
泊
は
改
修

さ
れ
て
国
際
的
な
貿
易
港
（
後
の
兵

庫
津
。
現
在
の
神
戸
港
）
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
大
輪
田
泊
を
擁
す
る
福

原
の
都
市
（
現
在
の
神
戸
市
兵
庫
区

あ
た
り
）
は
、平
家
に
よ
る
西さ
い
ご
く国
支
配
の

一
大
拠
点
と
し
て
開
発
さ
れ
、
唐か
ら
ふ
ね船
に

乗
っ
た
宋
人
の
一
行
が
福
原
を
訪
れ
る

世
に
な
り
ま
し
た
。一
時
期
は
安
徳
天
皇

の
在ざ
い
し
ょ所
と
さ
れ
、
後
の
世
で
い
う
福
原

遷せ
ん
と都
ま
で
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
綺き

ら羅
充じ
ゅ
う
ま
ん満し
て
堂と
う
し
ょ
う上
花
の
如ご
と
し
。
軒け
ん

騎き

群ぐ
ん
し
ゅ
う
集
し
て
、門も
ん
ぜ
ん
い
ち

前
市
を
な
す
。
楊よ
う
し
ゅ
う州の

金こ
が
ね、
荊け
い
し
ゅ
う州
の
珠た
ま
、
呉ご
き
ん郡
の
綾あ
や
、
蜀し
ょ
っ
こ
う江
の

錦に
し
き、七し
っ
ち
ん
ま
ん
ぽ
う

珍
万
宝
一
つ
と
し
て
闕か

け
た
る
事

な
し
」
…
『
平
家
物
語
』
に
は
こ
の
よ
う

に
国
際
色
豊
か
な
富
の
集
積
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

貿
易
ル
ー
ト
の
中
で
も
特
に
重
要
な

博
多
～
下
関
間
の
響
灘
を
、強
力
な
水
軍

力
に
よ
り
押
さ
え
て
い
た
山
鹿
秀ひ
で
と
う遠
は
、

平
家
陣
営
に
と
っ
て
も
重
要
な
与
党
で

し
た
。現
在
の
芦
屋
町
で
も
日
宋
貿
易
の

余
韻
を
、金
屋
遺
跡
の
発
掘
で
見
つ
か
っ

た
輸
入
陶
磁
器
や
海
辺
で
の
漂
着
銭せ
ん

か

ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

▼
中
央
公
民
館
講
座
の
中
で
ス
マ

ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座
が
人
気
だ
そ

う
で
す
（
ま
ち
の
わ
だ
い
（
７
ペ
ー

ジ
）に
掲
載
）。
私
は
と
い
え
ば
、ス
マ

ホ
を
使
っ
た
電
子
決
済
は
便
利
そ
う

だ
と
思
い
つ
つ
使
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。「
そ
の
う
ち
始
め
よ
う
」
と

思
っ
て
い
る
と
長
い
時
間
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
す
。
つ
い
同
じ
よ
う
な
感

覚
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度
。
こ
れ
も
手
続

き
す
れ
ば
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
の

で
す
が
、「
そ
の
う
ち
…
」
と
思
い
が

ち
で
す
。
動
き
出
し
さ
え
す
れ
ば「
お

得
」
に
た
ど
り
つ
け
る
の
で
、自
分
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。�

（
那な

木ぎ

）

▼
日
本
史
は
高
校
時
代
に
勉
強
し
た

程
度
で
、深
く
は
知
り
ま
せ
ん
が
、芦

屋
歴
史
紀
行
は
分
か
り
や
す
い
の
で

毎
回
楽
し
み
で
す
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド

ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」、
１
月
放
送

で
は
、
関
東
で
平
家
を
倒
す
た
め
の

策
略
を
し
て
お
り
、２
月
に
な
っ
て
戦

が
ス
タ
ー
ト
。
素
人
の
勝
手
な
私
の

予
想
で
す
が
、
南
下
し
て
関
門
海
峡
、

芦
屋
浦
に
や
っ
て
く
る
の
は
初
夏
頃

か
な
ぁ
と
。
こ
の
ド
ラ
マ
、登
場
人
物

が
多
す
ぎ
て
、
甲か

っ
ち
ゅ
う冑も
み
な
似
て
い

て
、
源
氏
か
平
家
か
の
判
断
は
情
け

な
い
け
ど
台
詞
を
聞
い
て
判
断
す
る

と
い
う
レ
ベ
ル
。
そ
れ
で
も
、片
岡
愛

之
助
演
じ
る
北
条
宗
時
が
早
く
も
倒

れ
、
宗
時
ロ
ス
で
す
。�

（
鍬く
わ
も
り守
）

編

集
後
記

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
十

△

平
家
知
行
地
（
五
味
文
彦
氏
原
図
改
変
）
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マイナンバーカードを活用して、マイナポイント（１人あたり最大２万円相当）を
付与する国の事業が始まりました

対　象 付与ポイント 付与方式 開始時期
マイナンバーカードを取得した人のうち、
マイナポイント第１弾※1に申し込んでいない人
（マイナンバーカードをこれから取得する人も含む）

最大
５０００円相当

プレミアム方式※2
（付与率 25％）

令和４年
１月１日から

マイナンバーカードの健康保険証としての利用を
申し込んだ人 ７５００円相当 直接付与方式※３ 未定

公金受取口座の登録を行った人 ７５００円相当 直接付与方式※３ 未定

※ 1. �令和２年９月から３年 12 月末まで実施していた、国のマイナポイント事業のこと。
※ 2. �プレミアム方式とは、自分で選んだキャッシュレス決済サービスを利用することで、

その利用金額の一定割合がポイントとして付与される方式のこと。
※ 3.� �直接付与方式とは、チャージや利用金額に関係なく、直接ポイントを付与する方式のこと。
なお、健康保険証と公金受取口座のポイント付与の実施方法や開始時期は未定です。

１月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人52
人41死亡

人08
人21

令和４年１月末日現在 令和３年1月末日現在
人　口
男　性6,481
女　性6,823
世帯数6,471

人
人 6,595

6,908
6,498 世帯

人
人

世帯

13,304 人 13,503 人

▽ �手続きの流れ
　①�マイナンバーカードの申請・取得
　※申請から取得まで１～２カ月かかります。
　②マイナポイントの予約・申し込み
　　�マイナポイントをもらうためには、マイナポ
イントの予約（マイキー IDの設定）と申し
込みが必要です。役場住民課窓口では予約と
申し込みの支援をしています。

　�※�なお、支援できるのは本人（15歳未満の場合
は親権者）が来庁した場合のみです。

【マイナポイントの予約・申し込みに必要なもの】
◦マイナンバーカードと４桁の電子証明書暗証番号
◦�マイナンバーカードの読み取りができるスマート
フォンやパソコン（役場窓口で行う場合は不要）
◦�キャッシュレス決済サービスのＩＤとセキュリ
ティコードがわかるもの

▽ �問い合わせ　
　◦�マイナンバーカード、マイナポイントの予約・申し込みに関すること＝住民係（☎２２３‐３５３１）
　◦�マイナポイントに関すること＝広報情報係（☎２２３‐３５７５）

マイナポイント事業

♥

山
やまがた
形　波

なる
ちゃん

（山鹿）
令和３年
３月８日生まれ

いつも癒しをありがとう♥
これからも大きく元気に育ってね♪

Happy BirthdayHappy Birthday３月

※カードを既に取得した人のうち、
　マイナポイント第１弾の未申込者も含む マイナンバーカードの取得はお早めに！


